
鋒
十

]
馨

弟

7
親

lll
O

三
〇

九

州

並

に
山

口
膳

の
重

石
鋸
石

ノ

成

章

タ
ン
グ
ス
テ
ン

の
原
盤
は
､
主
に
銭
満
俺
重
石
(
W

a
･

fh･am
ite)
･fJ
衣
立
石

(
S
ch
eetite
)
亡
で
あ
っ
て
.

本

邦

に放
け
る
既
知
の
産
地
は
､
栃
木
聯
上
都
賀
郡
足
尾T(.I

錬
山
p
同
順
挽
谷
郡
酉
怪
銀
山
'
茨
城
腺
東
茨
城
那

錫

.n-･.･

高
野
.
高
取
鉱
山
p
岐
阜
豚
悪
邪
郡
苗
木
地
方
､
同
郡
蛭

川
村
恵
此
諒
鉱
山
､
山
梨
掘
東
山
梨
郎
帥
金
村
迫
川
､

エシプ

同
郡
酉
保
村
倉
輝
.
同
順
中
宜
摩
郡
宮
本
柑
乙
女
坂
､
愛

知
僻
幡
豆
郡
保
定
村
膏
鳥
山
､
滋
賀
雁
栗
太
郡
m
ノ
上

ヒ
エダ

ロクヤ

山
他
方
.
義
邦
肝
甫
桑
田
郡
稗

円

射
庇

谷

､
兵
庫
駆
朝

雄
郡
庄
野
鋭
い
､
明
延
及
び
金
ケ
瀬
､
山
口
腺
実
科
郡

於
福
山
上
銀
山
､
同
郡
綾
木
村
薬
王
寺
錬
山
､
同
郡
太

7女
シカ

田･村
長
登
搬
出
､
岡
焼
玖
珂
郡
北
河
内
村
二

鹿

､
蕃
和

m
鎚
山
'
同
郡
桑
根
村
出
合
'
玖
珂
焼
山
.
涌
岡
堀
田

州
郎
三
ノ
岳
､
大
分
腺
大
野
郡
小
野
種
村
木
浦
鍍
山
.

e],).I;.=･)

宮
的
悌
西
.Tii杵
郡
岩
月
肘
膏
ケ
淵
及
び
中
村

復

原

､

鹿

キ
モ
ヅ
ヰ

カ
ノ
ヤ

見
鳥
聯
肝

属

郡

鹿

屋

､
南
限
山
､
何
層
鹿
兇
鳥
郡
硲
山

錫
山
､
同
膳
屋
久
島
早
暗
､
等
で
あ
る
｡
大
正
五
年
世

界
大
戦
潜
時
に
は
'
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
市
債
暴
騰
L
t

本
邦
の
慶
街
も
劇
壇
し
た
が
'
戦
後
市
債
の
暴
落
ビ
経

幽
界
不
況
の
食
め
頓
挫
し
'
重
石
銀
山
は
何
れ
も
休
業

し
､
爾
後
数
年
間
殆
ん
ryĴJ
産
出
せ
ざ
･C,L
が
'
大
正
十

五
年
以
凍
復
た
少
量
の
産

出
を
観
る
磯
に
腐
っ
た
｡
乃

ち
タ
ン
グ
hrt
テ
ン
紙
業
は
'
復
活
の
曙
光
を
恕
め
た

だ

見
化
し
て
よ
か
ら

う
｡

今
前
記
の
繍
産

地
の
中
､
九
州
弁
に
山
口
臓
に
放
け

る
地
質
及
び
産
出
の
状
態
等
に
就
き
､
少
し
-
見
開
す

る
魔
を
記
述
し
て
見
や
-
｡

j
P
稲
岡
櫛
田
川
郡
三
ノ
添
字
｢横
ゾ
ル
｣

蔑
石
崖
地

産
地
は
田
川
盆
地
に
突
刀
だ
し
て
撃

止
せ
る
三
ノ
駄



の
兼
側
申
腹
に
在

り
て
ー
地
形
は
頗
る
峻
峻
で
あ
る
が

カ
ワ
ラ

香

春

町
か
ら
的

l
里
牛
許
b
､
地
質
は
着
任
暦
で
､
白
色

糖
状
石
衣
岩
及
び
和
英
千
枚
岩
か
ら
成

-
､
規
粒
質
閃

練
岩
が
之
を
貫
通
し
､
其
触
接
部
に
銅
触
尿
を
肱
胎
し

て
居
る
'
毎
幅
は
数
寸
か
ら
二
八
内
外
の
間
に
膨
締
し

主
観
物
は
黄
銅
躯
で
､
副
鉱
物
ビ
し
て
､
孔
雀
石
'
磁

補
職
鋸
､
黄
餓
鋸
を
件
ひ
'
又
少
量
の
輝
水
飴
錬
'
自

然
蒼
鉛
を
爽
難
し
､
白
色
叉
は
帯
輩
次
韮
石
も
亦
共
産

す
る
､
結
晶
の
正
大
な
も
の
は
太
さ
五
糎
に
達
し
､
齢

l
及
び
第
二
錐
の
面
が
蓉
-
磯
達
し
p
標
晶
ビ
し
て
美

事
な
も
の
を
産
揖
し
た
革
も
あ
る
が
､
今
は
殆
ん
hr/J
其

跡
を
断
っ
た
｡

以
上
の
有
川
焼
物
を
含
有
す
る
細
石
は
'
黒
褐
又
は

亦
欄
色
柘
踊
石
ビ
純
簾
石
'
方
解
石
･fJ
の
混
合
で
'
前

記
の
歳
立
石
は
開
放
岩
.1J
石
衣
岩
ど
の
触
接
の
.結
果
'

岩
膿
中
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
ビ
､
方
解
石
f̂J
の
間
に
高
温

鹿
に
於
て
化
堺
的
鍵
化
が
起

-
､
生
成
し
た
も
の
な
る

調
は
明
か
で
あ
る
が
､
其
畳
が
僅
少
で
あ
る
か
ら
､
鋸

物
の
棲
晶
ビ
し
て
採
取
せ
ら
る
る
に
過
ぎ
ぬ
.

〓
p
大
分
榛
大
野
郡
小
野
市
村
木
浦
鋸
山

九
州
北
に
川
口
階
の
凍
石
銀

大
分
聯
佐
伯
滝
か
ら
大
野
郡
小
野
市
村
ま
で
約
サ

一

旦
､
自
動
車
を
通
じ
､
是
か
ら
木
浦
鍍
山
に
至
る
約
三

里
中
の
間
は
'
辛
-
じ
て
革
を
迫
ず
る
に
過
ぎ
ぬ
｡

地
質
は
古
生
瀞
で
'
主
に
糊
色
珪
岩
'
帝
夜
色
政
砂

岩
､
次
白
石
次
岩
'
輝
韻
凝
衣
岩
､
及
び

1
部

H
o
rn･

fe
1S
化
せ
る
粘
般
岩
か
ら
成
-
､

一
般
の
走
向
は
北

七

十
度
東
で
､
北
西
に
四
､
五
十
度
傾
斜
し
て
居
る
が
､

摺
肋
が
頗
る
複
雑
で
'
走
向
が
酉
北
に
樽
じ
'
傾
斜
も

亦
南
に
向

へ
る
鹿
が
あ
る
､
菌
塊
が
腐
る
多
-
､
昔
時

感
に
錫
東
を
採
取
し
た
革
の
あ
る
魔
で
'
就
中
木
浦
嚢

山
の
東
方
演
流
側
の
梯
鏑
は
'
最
も
著
名
で
あ
る
が
､

今
は
蚤
飴
崩
壊
し
'
漆
流
に
は
相
多
少
の
砂
錫
'
砂
金

が
在
る
｡
大
草
亜
時
事
兼
山
に
次
色
観
察
質
石
衣
岩
だ

白
色
石
英
斑
岩
ビ
触
接
せ
る
鹿
が
あ
っ
て
､
銅
錫
鎖

床

を
肱
胎
し
て
居
る
､
萄
坑
が
数
個
鹿
あ
る
が
何
れ
も
崩

壊
し
て
.
内
部
を
槍
す
る
轟
が
出
兼
ね
'
又
H
o
rn
fel
s

だ
石
灰
岩
ど
の
間
に
も
錫
騎
虎
が
あ
っ
て
p
孔
准
看
を

難

へ
て
居
る
､
是
等
の
銅
戯
鮪
尿
中
に
衣
重
石
を
件
ふ

が
､
其
畳
甚
だ
僅
少
で
あ
る
｡

三
'
宮
崎
腺
西
臼
杵
郡
岩
i1
村
大
字
山
養
蚤
石
産
地

三

三
一



地

球

第
十
7
啓

節
一班

至

三
二

岩

戸
肘
は
宮
崎
煤
西
北
部
の
山
間
僻
地
で
､
山
高
-

谷
保

-
｣
父
通
侮
甚

だ不
便
で
あ
る
､東
及
び
北
は
大
分

堀
大
野
郡
小
野
市
村
に
接
し
､
栗
南
は
東
臼
杵
郡
北
川

村
.
北
方
村
'七

押
付
に
連
-
､
西
は
閣
臼
杵
郡
上
野
村
､

叉
酉
南
は
高
千
穂
相
に
廃

し
.南
北
約
十
山里
､東
関
約

八
里
の
大
尉
で
､
村
内
に
五
葉
獄
(標
高

1
五
六
九
米
)

釣
銀
山
(標
高

一
三
八
五
米
)､
乙
野
山
(
二

〇
〇
米
)

ワ
ンヅ

小
林
峠
(
一
〇
九
四
光
)､
幣

洞

越
(
一
〇
二
玉
来
)､
倣

石
越
(
九
五
九
米
)等
の
秀
峰
が
順
然
ビ
し
て
掘
起
し
､

断
崖
千
傍
削
る
が
如
-
'
日
ノ
陰
､
岩
戸
の
二
演
流
が

晴
々
岩
層
の
走
向
に
馳
走
し
､
操
峻
な
る
峡
谷
を
穿
成

し
て
､
相
の
中
央
部
を
賞
迫
L
t
風
恩
の
雄
健
卓
按
な

る
聖

九
州
内
で
は
他
に
其
此
が
稀
な
る
壮
年
期
の
地

形
を
示
し
て
屠
る
｡

本
地
域
を
構
成
せ
る
岩
石
は
､
各
部
音
座
骨
で
.
鮒

炎
色
珪
岩
'
表
白
色
石
磐

石
'
槻
砂
岩
'
粘
磐

石
､
政

磐

石
､
輝
線
旋
磐

石
か
ら
成

り
.
就
中
最
も
頗
-
賦
寄

せ
る
は
､
硬
砂
岩
'
鹿
岩
､
耗
坂
岩
で
､
粘
磐

石
が
之

に
次
ぎ
ー
石
磐

石
は
嘉
納
谷
豊

ロ
ケ
淵
ビ
に
あ
-
p
輝

線
凝
次
岩
は
､
鹿
々
枚
砂
岩
､
粘
板
岩
'
縫
岩
の
間
に

介
在
し
て
其
畳
は
多
-
無
い
､
古
生
暦
の
走
向
は
､
北

六
十
乃
至
七
十
度
東
で
､
濃
蘭
叉
は
西
北
に
四
十
度
乃

至
七
十
度
傾
斜
し
て
屠
る
.
同
地
の
露
頭
を
般
各
す
る

に
此
地
方
東
亜
暦
の
暦
序
は
､
大
約
左
の
通
-
に
考

へ

ら
る

る
0

岩

此
の
古
生
暦
を
横
ぎ
rjn
て
､
巣
雲
母
花
梅
岩
の
沈
潜

あ
ゎ
､
字
飯
千
か
ら
.
寧
中
村
に
至
る
間
､
日
ノ
陰
川

に
沿
ふ
て
露
出
L
t
又
児
立
銀
山
か
ら
.
寧
奥
村
に
至

る
間
に
も
､
日
ノ
陰
川
床
に
歴
々
露
ほ
れ
て
居
る
'
此

花
屈
岩
餅
は
練
遁
部
に
於
で
漸
次
淡
褐
色
斑
岩
に
移
化

し
､
葛
生
暦
砂
岩
'
粘
粧
岩
に
顕
著
な
る
梱
按
鼻
質
の



作
用
を
及
ぼ
し
ー
廃
々
に
錫
ー
重
石
の
錬
成
を
膳
胎
し

て
屠
る
｡

前
記
の
帝
珪
圏
を
被
覆
し
､
高
鷹

に
分
布
せ
る
岩
石

は
'
捌
色
安
山
岩
肇
熔
岩
及
び
基
塊
岩
で
､
鍍
搾
状
組

織
を
蓋
し
､
社
々
山
背
に
沿
ひ
薯
し
き
粒
状
節
班
を
塊

は
し
て
屠
る
｡
其
中
心
は
不
明
で
あ
る
が
､
阿
蘇
火
山

低
域
が
是
よ
-
逮
-
無
い
か
ら
.
多
分
其
方
両
に
噴
出

の
中
枢
が
載
る
も
の
ビ
考

へ
ら
る
る
｡

岩
月
肘
大
学
班
基
地
内
に
銅
､
錫
､
亜
鉛
を
含
有
す

る
姻
接
錬
成
は
彪
々
に
散
在
す
る
が
'
重
石
鋸
を
産
す

る
は
､
字
背
ケ
淵
だ
草
中
村
後
原
で
､
何
れ
も
衆
重
石

で
あ
る
○

膏
ケ
淵
に
於
け
る
鋸
床
露
頭
井
に
蕃
先
日
は
'
渓
流

側
ビ
四
方
の
山
腹
ビ
に
在
-
'
渓
流
側
に
於
け
る
岩
石

は
'
大
部
分

H
o
rn
fets
化
せ
る
粘
粧
岩
で
'
多
分
石

英
斑
岩
･fJ
の
胸
接

の
結
果
だ
恩
は
る
る
が
､
附
近
に
斑

岩
の
露
頭
は
兄
常
ら
無
い
｡
償

枕
は
崩
壊
し
て
居
て
､

入
る
事
が
出
水
無
い
が
p
坑
外
の
腐
鋸
か
ら
考
察
す
る

に
､
躯
石
は
黄
銅
錬
.
関
取
鈴
錬
､
方
紛
鋭
､
黄
鉄
鉱
.

錫
石
a
表
罫
石
か
ら
成
-
p梱
按
放
物
だ
し
て
､
斧
石
､

九
州
瀧
rJ.山
口
牌
の
流
石
銑

按
色
輝
石
､
練
廉
石
､

へ
ダ
ン
ベ
ル
グ
石
.
等
を
揮
醸

し
て
居
る
'
山
腹
に
放
け
る
露
頭
及

び
菌
塊
は
'
数
個

所
に
衣
-
て
､
社
昔
錫
蘭
を
稼
行
し
た
も
の
で
､
明
治

四
十

一
年
河
村
砲
四
郎
之
を
開
坑
し
て
p
多
少
の
勉
石

だ
､
約
二
十
噸
の
重
石
錬
･JU
を
掘
探
し
た
ど
い
ふ
轟
で

あ
る
が
'
其
後

一
両
年
で
休
業
し
た
様
子
で
あ
る
｡

鋸
床
は
粘
板
岩
､
石
衣
岩
層
だ
石
英
斑
岩
ど
の
姻
接

部
に
腫
胎
し
､
上
盤
は
粘
板
岩
p
下
盤
は
石
衣
岩
で
.

鏑
幅
四
八
乃
至
八
八
､
平
均
約
六
尺
あ
-
p
北
六
十
度

兼
に
走
-
p
北
西
に
五
十
度
許
-
傾
斜
し
､脈
石
は
主
に

石
英
で
､胸
按
鋸
物
}L)し
て
.
斧
石
､
輝
石
､
蛍
石
角
閃

石
､
方
獅
石
､

へ
デ
ン
ベ
ル
グ
石
を
生
成
し
､
有
用
鍍

物
ビ
し
て
へ
庚
蚤
石
p
錫
石
､
閑
亜
鉛
威
p
方
鉛
鋭
､
硫

枇
鎖
歯
､
黄
銅
鋸
.
蓑
蛾
鋸
.
斑
銅
鋸
.
磁
鵜
餓
鋸
を
件

ふ
､而
し
て
斧
石
'
紋
色
輝
石
､
方
解
石
は
各
々
別
の
昔

を
馬
し
､次
賓
石
は
必
ず
斧
石
､
方
解
石
の
酵
中
に
在
る

是
其
生
成
時
期
を
岡
-
し
た
事
壁

不
す
も
の
で
あ
る
｡

此
鱗
床
は
今
後
勉
'
蚤
石
､
疏
枇
蝕
鋸
に
封
し
､
葡

稼
行
の
可
能
性
が
在
る
'
歯
石
中
に
多
少
銀
分
も
春
在

す
る
か
ら
､
縁
桁
の
方
法
宜
き
を
稗
は
'
賂
凍
開
発
せ

書

-

三
11]



瑚

瑚

弟
十

1
怨

ら
る
る
軍
が
あ
ら

う
｡

ウ
シ
ロ'ハル

字
中
村

後

原

に

於
け
る
蒐
石
銃
床
の
所
在
は
七
二
個

魔
あ
-
､
共

.I
は
宇
中
村
か
ら
東
方
山
中
に
入
る
轟
約

l
里
.二
個
の
山
背
を
越
え
た
る
山
側
に
在
･il
.
此
の
問

殆
ん
tJ,J
道
無
-
､
加
之
地
形
は
急
峻
で
饗
藩
頗
る
困
難

で
あ
か
､
地
欝
は
悪

有
意

W
鉄
色
触
砂
岩
で
､
黒
雲
母

花
崗
岩
が
走
を
賞
捜
し
て
居
る
'
鋸
頭
部
附
妃
で
は
､

雲
母
稀
少
で
'
石
英
の
宜
晶
鮎
麗
し
､
斑
点
状
を
量

L
.

石
基
斑
岩
に
移
化
し
て
居
る
､
錬
成
は
其
間
に
介
在
せ

る
石
英
脈
で
'
北
二
十
皮
粟
に
走
-
､
北
西
に
五
十
度

傾
斜
し
､
幅
約
五
八
七
脈
石
は
各
部
白
色
石
英
で
'
飴

色
の
衣
韮
石
が
少
し
-
其
間
に
散
鮎
し
て
居
る
､
走
向

に
潜
ひ
石
英
脈
が
十
四
､
五
間
の
聞
断
続
し
て
露
出
し

走
向
が
北
の
方
で
は
北
三
十
度
兼
に
噛
じ
､
傾
斜
も
七

十
五
度
4/J
鋳
る
､
萄
坑
は
傾
斜
の
方
向
に
約
六
間
掘
進

L
t
此
坑
口
か
ら
四
.
立
間
の
下
方
に
も
亦

一
萄
坑
口

が
あ
る
､
恐
-
は
疏
水
挑
.fJ
し
て
開
掘
し
た
も
の
で
あ

ら
-
､
祝
着
の
品
位
は
劣
等
で
'
東
通
運
搬
は
頗
る
不

便
で
あ
る
か
ら
P
殆
ん
.A,J
間
磯
の
望
が
無
い
｡

第
二
の
鋸
床
露
頭
は
.

字
中
村
か
ら
東
方
に
､

1
演

第

7
雛

遼

三
四

流
を
測
る
事
約
牢
里
に
し
て
南
に
折
れ
.

一
山
背
を
越

え
て
挨
谷
に
下
-
､
再
び
他
の

1
渓
流
に
沿
て
上
-
紘

る
小
字
加
嚢
津
か
平
に
在
-
､
硬
砂
岩
ビ
石
英
斑
岩
と

の
問
に
介
在
せ
る
石
英
服

で
北
二
十
皮
相
に
走
･-
､
北

東

へ
五
十
度
許
rQ
傾
斜
し
璃
幅
約
十
八
に
連
す
､
替
坑

は
北
米
に
向
ひ
約
十
四
､
立
間
掘
進
し
て
あ
る
､
坑
内

に
入
･C
,て
槍
す
る
に
'
石
英
脈
中
産
々
幅
六
､
七
寸
の

帯
状
を
璃
L
t
濁
白
色
の
次
重
石
が
介
在
し
て
'
其
品

質
は
可
L･4
-
良
好
で
あ
る
か
ら
.
多
少
堂
を
嘱
す
る
に

足
る
が
､
字
中
村
か
ら
此
彪
迄
の
問
う
道
無
き
鷹
が
多

-
､
地
形
が
頗
る
峻
険
で
'
交
通
運
搬
が
困
難
で
あ
る

か
ら
'
之
を
開
敬
す
る
事
は
容
易
で
あ
る
ま
い
｡

繭
大
字
巻
尾
か
ら
､
大
分
膳
大
野
郡
長
谷
川
村
尾
卒

館
山
に
通
せ
る
道
路
を
進
む
事
'
約
十
五
町
にこ
し
て
西

に
折
れ
'
急
斜
面
を
登
る
革
的
屯
､
入
町
字
上
町
谷
､

小
字
桐
ノ
元
に
も
騎
虎
の
露
頭
が
在
る
.
成
砂
岩
'
粘

披
岩
中
'
帽
約
二
､
三
尺
の
石
英
脈
で
､
東
西
に
走
･in

南
に
四
十
五
度
許
も
傾
斜
し
て
居
る
'
是
亦
石
英
斑
岩

ど
の
鳩
榛
東
床
で
'
方
解
石
､
斧
石
'
蛍
石
.
線
色
輝

石
p
石
英
､
ダ
ト
ラ
イ
ト
'
按
摩
石
､
柘
梢
石
を
件
随



し
次
凍
石
を
も
親
分
産
す
る
機
で
あ
る
が
､
極
め
て
稀

少
で
到
底
稼
行
に
城

へ
無
い
ピ
鋭
め
ら
る
か
.

カ
ノヤ

E
Et
塩
見
堀
肝
属
郡
鹿

屋

軒
高
隈
山
乗
石
崖
地

高
隈
山
は
大
隅
の
中
部
鹿
屋
相
の
閤
北
に
聾
立
す
る

附
近
最
高
峰
(
嘩
高
約
九

〇
〇
米
)
で
､
蒐
石
産
地
は
､

是
か
ら
某
南
方
に
連
立
せ
る
山
脈
の

-i
輔
に
我
-
､
地

形
は
頗
る
峻
険
で
､
交
通
も
鹿
屋
村
か
ら
酌
三
豊
､
退

路
恵
し
-
頗
る
不
便
で
あ
る
｡

地
層
は
時
代
不
明
の
中
生
厨
で
ー
主
に
輝
絃
凝
次
岩

砂
岩
及
び
泥
板
岩
か
ら
成
り
､
嚢
は
堅
硯
で
あ
る
p
走

向
は
北
八
十
度
兼
で
'
北
方

へ
四
十
五
度
許
-
傾
斜
し

て
屠
る
○

立
石
鋭
床
は
中
生
層
を
横
ざ
れ
る
裂
植
墳
先
験
脈
で

あ
る
が
'
幾
分
の
仰
磯
錬
床
の
性
質
を
碑
び
､
附
鑑
の

輝
抜
放
次
岩
中
に
は
､
赤
褐
色
の
雲
母
を
生
成
し
､
砂

岩
を
槻
化
し
､
脈
石
石
英
中
に
は
､
旗
色
針
状
の
電
気

石

,̂J
t
顕
状
の
地
溝
俺
蛋
石
鋸
が
交
雑
し
て
屠
る
'
以

上
の
串
薯
よ
-
推
考
す
る
に
､
此
塵
よ
-
約

一
旦
を
睦

っ
る
塵
に
露
出
せ
る
花
園
岩
だ
同

〓
右
葉
の

山
部
が
過

熱
水
溶
液
.,･J
し
て
岩
層
の
裂
櫨
に
侵
入
L
t
嫡
按
鋸
物

九
州
北
に
山
口
僻
の
誰
市
銀

ビ
し
て
雲
母
ー
電
気
石
を
珪
成
し
ー
銭
溝
俺
頚
石
は
過

熱
溶
液
よ
り
分
離
晶
成
し
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

錬
脈
は
数
健
あ
っ
て
､
大
紬
､
四
八
細
､

fi
尺
細
､

耀

ノ
董
餌
等
ビ
呼
ば
れ
'
幅
の
戯
い
も
の
は
五
､
六
尺

に
及
び
､
狭
い
も
の
は
倭
に
数
寸
に
過
ぎ
ぬ
'
其
発
向

は
北
七
十
度
兼
か
ら
八
十
度
兼
の
間
に
准
-
'
何
れ
も

晴
々
平
行
で
北
西
方
に
六
､
七
十
度
傾
斜
し
て
居
る
､

有
用
鋸
物
は
累
色
の
政
柄
俺
釜
石
が
主
で
あ
る
が
'
濁

白
色
友
蒐
石
､
輝
安
男
母
尼
瀕
､
黄
銅
鋸
､
輝
水
鉛
威

を
も
多
少
件
随
し
'
葡
鉱
石
分
析
の
鮎
濃
に
よ
れ
ば
､

多
少
の
勉
､
銀
を
も
含
有
す
る
ら
し
い
｡

工
費
士
三
田
守

'i
氏
が
本
館
石
を
分
析
し
た
結
果
は

左
の
通
わ
,で
あ
る
｡

重
石
錬
(選
錬
)外
貌
白
色
に
轟
色
を
交

へ
た
る
粒
状

鋸
タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸

〓
ハ
二

七

如

上
鋭
平
均

三
･
二
七

郎

五
'
鹿
見
島
豚
鹿
児
島
郡
谷
山
村

勉

山

鹿
見
良
市
の
西
南
約
七
盈
'
鹿
兄
島
輔
か
ら
賂
山
町

迄
約
四
里
の
間
は
､
新
山
締
道
で
車
馬
を
迫
す
る
が
､

蓋

三
五

㊨



地

球

節
十

丁
怨

第

7
沈

勇

三
六

是
か
ら
砥
山
迄
約
三
昼
顔
の
間
は
､
村
道
で
馬
を
通
す

る
に
過
ぎ
や
p
交
通
は
不
便
で
あ
る
｡

地
質
は
主
に
砂
岩
'
凝
灰
岩
か
ら
成
る
第
三
紀
層
で

鋸
鉱
脈
は
鯖
匿
の
東
部
で
は
走
向
北
六
十
度
西
'
両
部

で
は
北
五
十
度
酉
で
酉
う
,酉
南
に
約
六
十
度
僻
科
し
延

長
約
牛
鬼
に
及
び
p
紋
無
晦
'
南
谷
本
細
.
囲
分
銅
等

約
十
怯
め
･D
P
幅
は
平
均
約
三
八
､
主
娠
物
は
錫
石
で

閃
亜
鉛
錬
､
方
鉛
鉱
､
輩
銀
盤
等
を
件
随
L
p
嘗
て
地

溝
俺
蒐
石
を
産
出
し
た
事
が
あ
る
が
.
其
後
産
出
を
開

か
ぬ
｡大
'
庇
見
島
腺
屋
久
島
早
掩
重
石
産
地

屋
久
島
は
大
部
分
花
開
岩
よ
-
成
-
､
地
形
は
頗
る

急
峻
で
あ
る
P
島
の
兼
北
端
早
崎
に
於
で
載
屈
岩
中
の

石
英
脈
に
庇
状
の
飯
浦
俺
重
石
が
介
在
し
て
居
る
が
'

其
畳
は
地
富
山
で
無
い
ら
し
い
｡

山
口
屈
に
於
て
薮
石
蟹
の
賦
春
す
る
は
'
美
称
那
ビ

玖
珂
郡
～J
で
､
矢
嶋
胸
技
塾
男
鹿
床
が
多
い
｡

七
㌧
山
口
膳
美
栴
郡
於
福
村
山
上
飴
山

城
造
築
鋼
線
於
葡
騨
よ
-
西
方
約

一
旦
､
梅
按
約
四

百
米
の
山
腹
に
在
り
て
'
軍
馬
を
迫
や
る
､
地
質
は
申

生
暦
碇
岩
､
石
衣
岩
亡
､
之
を
賞
て
赴
礎
し
た
開
放
岩

で
.
鋸
床
は
其
偶
接
部
に
腫
胎
せ
る
鍵
質
交
代
餅
床
で

あ
る
､
礎
石
は
柘
柑
石
'
輝
石
､
石
基
'
方
解
石
等
で

有
用
鉱
物
は
黄
銅
鉱
'
斑
銅
鶴
､
黄
銑
鍍
p
硫
枇
蛾
鋸

藍
銅
躯
､
孔
雀
石
で
'
庚
蒐
石
'
政
友
故
鋸
を
も
介
在

L
p
叉
蒐
石
ビ
蓑
銅
盤
AJJ
の
分
榊
の
結
果
､
鋸
重
石
鋸

(
C
u
pro｡Ch
eeiite
)も
出
来
て
屠
る
.

八
七
同
豚
同
郡
綾
水
村
薬
王
寺
鋸
山

大
田
町
の
兼
約
三
十
町
'
植
木
材
令
薬
王
寺
の
北
に

･J･Jヅカ
シ
ラ

奪
ゆ
る
三
琉

山

(
渥
按
垂

二
三
米
)
の
南
蕊
にこ
在
･り
､
山

陽
蛾
道
小
郡
騨
迄
約
四
旦
牛
､
寒
馬
の
交
通
自
由
で
あ

る
､
地
質
は
古
生
僚
下
部
石
墨
千
枚
岩
及
び
上
中
部
に

屠
す
る
粘
板
岩
､
硬
砂
岩
ビ
'
間
者
の
境
に
逆
磯
侵
入

せ
る
石
英
閃
練
岩
よ
-
成
-
p
錬
床
は
其
梱
接
部
に
肱

胎
L
t
又
石
英
閃
抽
岩
中
に
脈
状
を
馬
し
､
脈
石
は
石

英

だ
方
解
石
1̂J
で
p
有
用
鋸
物
は
黄
銅
鋸
が
主
で
､
硫

枇
助
鋸
､
黄
蛾
鮎
､
輝
蒼
鉛
鋸
.
衣
重
石
電
気
石
を
件

随
す
る
が
､
次
重
石
の
畳
は
僅
少
で
あ
る

九
､
山
口
牒
美
術
郡
大
田
村
長
養
鰻
山

大
即
町
の
北
方
約

一
旦
錫
､
大
田
柑
大
学
長
登
字
水



渦
に
在

-
､
車
馬
の
交
通
は
不
便
で
無
い
'
地
質
は
古

生
厚
め

石
灰
岩
だ
之
を
貰
通
せ
る
花
田
岩
で
'
錬
床
は

其
禰
接
部
に
区
大
な
塊
状
を
為
し
'
脈
石
は
柘
欄
石
､
.

輝
石
塊
等
の
偶
接
焼
物
で
'
有
用
錬
物
は
､
黄
銅
錬
､

斑
銅
盤
､
黄
銭
鋸
ビ
是
か
ら
凝
成
せ
る
赤
銅
鋸
'
碇
孔

雀
石
‥
磁
蛾
鉱
'
亦
銭
鋸
の
他
､
輝

コ
Qr,
ル
ト
鋭
､
次

重
石
を
も
少
し
-
産
出
す
る
｡

フ
女
()
カ

叩
0
'
同
職
玖
珂
郡
北
河
内
村

二

価

'

喜
新
旧
銀
山

岩
間
町
か
ら
西
北
約
六
里
の
山
地
に
准

-
'
岩
間
か

テ
ン

ら
天

ノ
尾
迄
約
四
里
の
間
は
'
細
川
を
潮
る
舟
鴇
の
優

が
あ
る
が
､
天
ノ
尾
か
ら
館
山
迄
約
二
里
の
間
は
'
山

路
羊
脇
人
馬
を
迫
す
る
に
過
ぎ
ぬ
､
地
質
は
東
亜
膚
粘

板
岩
､
硬
砂
岩
祉
岩
'
石
衣
岩
､
走
向
北
三
十
度
乃
至

六
十
度
閏
､
傾
斜
酉
商
四
､
五
十
度
ビ
之
を
賞
て
連
発

せ
る
開
銀
岩
亡
で
p
躯
床
は
嫡
接
部
に
膝
胎
せ
る
も
の

ど
.
僻
脈
ど
の
二
種
あ
-
､
前
者
は
形
状
不
規
則
で
p

大
正
の
初
年
頃
盛
に
露

天
堀
を
行
っ
た
本
坊
に
於
で
は

略
々
東
西
に
妊
宜
し
､
北
方
に
約
七
十
度
傾
斜
し
'
全

幅
約
十
五
間
､
中
央
に
開
演
岩
脈
が
突
入
L
t
其
耐
側

九
州
舶
'1
川
口
掛
り
魂
石
鋭

に
頻
尿
が
在
る
'
又
選
鋸
桝
側
の
新
坑
に
於
て
は
､
餓

床
幅
約
六
尺
'
亦
東
西
に
走
-
､
南
方
に
七
十
度
許
-

傾
斜
し
て
居
る
'
脈
石
は
小
豆
色
柘
溜
石
､
線
輝
石

､

練
泥
石
.

へ
デ
ン
ベ
ル
グ
石
､
沓
石
､
方
解
石
､
棟
社

有
'
白
雲
母
等
で
有

用
鋸
物
は
､
黄
銅
頗
p
蹴
銅
鶴
'

磁
硫
銭
錬
､
謙
枇
鏡
餅
､
黄
鎖
貌
'
錫
石
､
次
韮
石
等

を
包
有
し
､
上
盤
石
を
光
束
地
質
調
査
所
に
放
て
分
析

し
正
純
巣
は
左
の
準

｡
で
あ
る
｡

鋸
石
膏
分
中
銅

一
五
･〇
〇

銀

〇
･
〇
1
六
六
四

酸
化
錫

〇

二
八

酸
化
タ
ン
グ
ス
テ
ン

W
O
31
丁
七

一

銅
鉱
石
だ
し
て
採
掘
し
た

常
時
の
含
銅
晶
位
は
平
均

銅
六
分
で
粗
銅
官
斤
中
約
四
十
匁
の
銀
が
あ
っ
た
}J

い
ふ
○
鋭
脈
は
前
記
璃
按
鋸
尿
中
を
賞
通
せ
る
も
の
で
.
幅

約
二

二
二
寸
.
北
二
十
鹿
西
に
産
-
牝
兼
に
六
十
六
度

傾
斜
し
､
飴
色
衣
寵
石
が
石
其
に
交
離
し
て
居
る
｡

菩
和
国
館
山
事
務
所
の
兼
約
二
町
､
山
側
に
も
蛋
石

鋸
床
の
露
班
が
あ
っ
て
､
其
か
ら
東
方
約
十
町
を
距
て

化
学
釣
上
-
に
薦
坑
が
あ
る
､
基
は
先
般
偶
接
鉱
床
で

竜

三
七



鎗

球

第
十

1
馨

I.
幅

二
､
三
八
'
北
四
十
庶
西
に
走
･C,､
北
東
に
急
射
し

て
居
る
､
濁
白
色
次
鬼
石
が
､
輝
石
粗
や
柘
牌
石
の
如

き
胸
接
解
物
呈
父
難
し
て
居
る
｡

叉
大
字
二
此
字
釣
-
上
り
問
夢

ノ
ロ
'
潜
坑
附
近
に

も
幅
約
三
間
の
蚤
石
錬
床
が
在
る
'
北
六
十
五
度
束
に

走
り
､
北
西
に
六
十
五
度
傾
斜
し
て
居
る
､
是
は
前
記

ビ
同
様
の
鯛
接
触
床
で
あ
る
が
'
其
附
近
に
幅
約

一
尺

の
石
其
脈
が
'
粘
坂
岩
中
を
南
北
に
走
-
七
両
に
四
十

度
許
-
傾
斜
せ
る
も
の
が
あ
-
､
東
方

の
山
腹

一
本
於

の
附
近
に
も
'
石
英
脈
の
露
頭
が
あ
っ
て
､
見
掛
け
の

幅
'
四
､
五
尺
に
達
し
､
白
色
の
石
英
中
に
飴
色
友
重

石
ビ
黄
銅
鋸
を
散
乱
し
て
居
る
'
字
木
屋
ケ
谷
の
山
頂

附
近
に
も
'
南
北
に
走
り
西
に
急
斜
せ
る
重
石
鉱
脈
?

の
露
頭
が
あ
-
'
幅
約
三
'
四
凡
､
石
英
中
に
友
重
石
が

散
瓢
し
て
居
る
､
喜
和
肘
山
の
頂
上
に
も
東
西
に
四
'
五

聞
連
寝
せ
る
露
頭
が
あ
る
が
､
是
は
触
接
東
成
で
あ
る
｡

嘗
和
m
鉱
山
の
支
出
た
る
藤
ケ
谷
館
山
に
於
け
る
錬

床
常
軌
は
字
源
ケ
谷
の
肘
岡
に
近
き
丘
陵
聡
に
在
り
て

一
は
幅
約
四
尺
p
北
七
十
皮
兼
に
走
も
'
北
西
に
七
十

度
傾
斜
し
､
他
の

一
は
幅
約
六
八
㌧
北
七
十
度
西
に
走

第

7
沸

天

三
八

も
､
北
東

へ
三
十
度
傾
斜
せ
む
､
共
に
石
英
胆
石
中
に

濁
白
色
友
重
石
を
介
在
L
t
其
形
紬
小
で
'

1
部
は
黄

色
粉
末

(W
O
G)
に
塵
化
し
て
居
る
｡

以
上
の
革
賓
を
結
合

す

る
に
､
観
援
助
床
は
徒
々
雅

-
状
を
量
L
､
其
分
布
'
形
状
共
に
不
規
則
の
観
が
あ

か
が
､
大

鰭
に
放
て
東
西
に
近
し

帯
状
を
馬
し
て
断

績
L
此
地
方
地
質
構
造
線
の
方
向
と

一
致
し
て
居
る
'

是

は
閃

練
岩
の
岩
粟
が
此
方
向
に
侵
入
し
易
か
む
し

が
食
め
LIb
る
ペ
-
､
之
を
擢
ざ
る
鋸
脈
の
南
北
と二
進
い

も
の
が
多
い
の
は
'
胸
按
離
床
生
成
後
'
熱
溶
液
が
岩

層
に
生
じ
た
二
次
的
の
裂
舷
を
填
充
し
た
も
の
で
'
含

有
躯
物
に
大
差
な
き
鮎
よ
り
考
察
す
れ
ば
'
両
者
生
成

の
時
期
に
甚
し
い
間
隔
は
架
か
っ
た
戚
で
あ
る
が
'
鋸

脈
が
明
に
鰯
接
薮
原
を
箕
通
せ
る
蔀
賓
か
ら
､
髄
張
の

方
が
後
戊
の
も
の
た
る
革
は
疑
無
い
｡
今
後
探
鋸
に
督

-
､
廟
按
鋸
床
は
地
層
の
走
向
に
近
き
順
々
東
西
の
方

向
を
探
究
す

べ
き
で
､
頻
脈
の
方
は
南
方
に
近

い方
向

を
探
る
べ
き
で
あ
ら
う
｡

喜
和
田
鋸
的
重
石
精
嚢
の
産
出
額
は
'
大
正
凹
年
凹

1
'
六
七
三
賞
'
五
年
三
六
'
八
〇
八
貫
で
あ
っ
た
O



1
1
､
山
口
膳
玖
珂
郡
桑
根
村
出
合
､

玖
珂
貌
山

喜
和
田
鉢
山
の
西
北
約
三
里
､
岩
岡
町
か
ら
西
北
約

八
里
'
附
近
の
地
形
は
､
山
骨
稜
々
･fJ
L
で
奪
立
L
t

喋
谷
は
狭
-
し
て
操
-
'
頗
る
峻
険
で
あ
る
､
岩
麟
町

か
ら
桑
秋
材
大
字
涯
ま
で
約
七
里
の
間
は
､
朝
川
の
船

便
を
利
用
す
る
事
が
出
家
.
波
か
ら
根
笠
州
に
沿
ひ
､

南
方
約

一
旦
で
鉱
山
事
務
所
に
連
す
る
が
'
此
間
の
道

路
は
人
馬
を
温
す
る
に
過
ぎ
ぬ
｡

地
質
は
舌
捷
暦
粘
板
岩
'
鹿
砦
が
主
で
､
岩
屋
及
び

山
内
に
は
'
友
白
色
石
衣
岩
が
あ
る
､

一
般
の
走
向
は

北
二
十
度
乃
至
四
十
度
西
で
'
南
西
に
四
'
五
十
度
傾

斜
せ
り
'
此
古
生
暦
を
貫
き
閃
棟
扮
岩
の
逃
教
あ
-
'

出
合
に
於
け
る
玖
珂
髄
山
事
務
所
の
下
'
根
笠
川
岸
に

露
出
せ
る
岩
脈
は
'
幅
約

一
問
い
北
三
十
五
度
西
に
走

-
'
南
西
へ
五
十
五
度
傾
斜
し
'
岩
屋
観
音
堂
の
上
'

演
流
中
に
於
け
る
も
の
は
'
幅
約
三
間
許
､
北
六
十
度

西
に
走
-
､
北
東
に
三
十
度
傾
斜
L
t
四
､
五
十
間
の

開
運
頂
霞
出
し
て
居
る
'
其
北
側
は
石
灰
岩
､
南
側
は

粘
板
岩
で
'
恰
か
も
爾
岩
の
境
界
に
侵
入
し
た
も
の
で

九
州
北
に
山
口
牌
の
盃
石
銃

あ
る
､
又
岩
屋
に
於
け
る
箇
梨
煉
桝
の
上
に
於
け
る
岩

舵
は
'
幅
約

一
間
東
西
に
走
-
､
南
に
八
十
度
傾
斜
し

て
居
る
､
其
よ
-
茶
筒
五
㌧
六
町
の
庭
に
'
幅
約
二
間

格
々
南
北
に
走
れ
る
岩
脈
が
岩
屋
川
に
沿
ふ
て
露
出
せ

-
.
斯
-
の
如
-
'
岩
脈
の
方
向
に
は

一
定
の
規
律
無

き
が
如
-
'
是
ビ
石
衣
岩
ど
の
梱
接
部
に
は
､
.形
状
不

規
則
t･.
る
含
銅
硫
化
家
康
を
肱
胎
し
､
其
中
に
多
少
友

重
石
を
雛
へ
'

一
部
は
鋸
染
状
を
豊
し
て
居
る
｡

重
石
東
成
は
'
毒
和
田
鱗
山
に
於
げ
ろ
ビ
同
様
に
'

佃
按
鋸
床
)･J
鋸
脈
と
の
二
種
あ
-
'
従
凍
銅
鉱
を
稼
行

し
た
事
務
所
封
建
の
本
坑

(束
を

一
部
'
西
を
二
部
､

中
央
部
を
甲
山
}J
い
ふ
､
三
部
よ
り
成
れ
-
)
岩
屋
坑

(岩
屋
本
坑
､
士
丈
鋪
'
無
名
坑
の
三
よ
り
成
る
)
梅

ノ
木
坑
'
及
び
鹿
田
坑
は
'
何
れ
も
形
状

不
規
則
な
る

梱
接
解
凍
を
株
行
せ
る
も
の
で
'
頻
尿
の
鹿
家
は
大
約

左
の
迫
り
で
あ
る
｡

本
坑

高
さ
約
八
十
尺

奥
行
約
首
二
十
尺

幅
約

二
首
尺
｡
岩
屋
本
坑

高
さ
約
八
十
尺

奥
行
約
八

十
尺

幅
約
首
七
十
尺
｡
土
丈
雛

高
さ
約
八
十
八

奥
行
約
八
十
尺

幅
約
官
尺
｡
梅
ノ
木
坑

高
さ
約

売

三
九
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髄

四

O

凹

○

六
十
尺

奥
行
約
八
十
尺

幅
約
百
二
十
尺
｡

鍍
床

一
般
の
走
向
は
北
西
で
.
西
南
又
は
兼
北
に
四

五
十
度
傾
斜
L
t
延
長
約
十
二
､
三
町
に
及
ぶ
｡

錬
石
中
に
含
有
す
る
有
用
頻
物
は
､
黄
銅
額
'
斑
鍋

鋸
､
閃
亜
鉛
錬
.
方
鎗
鋸
､
硫
枇
地
銀
､
磁
硫
銭
鋸
､

錫
石
p
次
重
石
等
に
柿
に
蒼
鉛
鋸
を
介
し
､
細
石
は
､

石
英
､
方
解
石
.
蛍
石
の
外
､
卓
石
､

へ
デ
ン
ベ
ル

グ

石
､
純
輝
石
､
柘
瑠
石
､
白
雲
母
､
線
泥
石
を
安
部

し

粘
坂
岩
に
は
種
々
韮
青
石
を
散
期
し
て
屠
る
-0

頻
脈
は
其
数
約
二
十
修
に
達
し
､
走
向
の
延
長
少
-

も
五
､
六
町
に
及
び
'
幅
は
二
'
三
寸
か
ら

一
尺
内
外

で
p
北
二
十
度
乃
至

二
十
度
衆
に
重
り
､
南
東
に
五
'

六
十
度
傾
斜
せ
り
､
其
中
主
更
な
る
も
の
を
列
撃
す
れ

ば
.
玖
珂
巣
山
事
務
所
の
東
南
に
繁
発
細
だ
称
す
る
も

の
三
修
め
-
.
出
合
本
坊
の
疏
水
坑
道
内
に
露
は
れ
た

る
疏
水
新
前
細
五
候
あ
-
p
出
倉
本
坑
内
に
於
で
は
､

細
接
糠
床
を
賞
通
し
､
新
前
晦
､
前
鏑
､
中
細
､
奥
細

の
四
修
あ
ら
､
幡
二
三
寸
か
ら
七
､
八
寸
､
脈
石
は
石

基
で
飴
色
の
次
重
石
架
晶
を
介
在
し
､
奥
細
が
最
も
良

好
で
あ
る
｡

明
治
升
七
年
､
本
館
山
が
銅
鋸
を
稼
行
し
た
督
時
､

上
鯨
を
地
質
調
査
朗
に
で
分
析
し
た
結
果
は
左
の
通
11

で
あ
っ
た
○

鋸
石
膏
分
中

銅

一
丁

1
七

飯

〇
･〇
〇
七
〇

常
時
館
山
に
於
け
る
製
煤
の
歩
留
-
は
､
牢
均
銅
二

分
五
度
で
､
梨
銅
宵
斤
中
三
十
匁
の
銀
を
含
ん
で
居
た

斯
-
製
塊
の
歩
留
-
憲
政
､
加
之
歯
石
中
に
石
英
､
閃

亜
鉛
駿
'
磁
硫
銀
鉱
等
の
他
物
を
雅

へ
'
遊
鋸
が
頗
る

困
難
な
-
-
し
の
み
な
ら
ず
､
潜
時
は
窺
附
か
ざ
-
L
も

友
誼
石
を
漉
ず
る
薦
め
椅
煉
上
陸
梢
を
為
し
て
好
成
織

を
得
や
p
附
鑑
の
住
民
よ
-
は
､
河
川
に
流
下
す
る
鋭

寺
井
に
姻
蜜
を
静

へ
ら
れ
.
経
常
頗
る
困
難
な
-
L
が

錬
成
が
肥
大
で
採
掘
が
容
易
で
あ
っ
た
か
ら
'
上
鋸
の

み
を
選
び
で
製
煉
に
附
し
､
或
は
製
塊
を
休
止
し
て
東

ヂ
モ
ノ

館
L
t
中
､
下
鋸
は
地

物

f̂

J
宿
し
.
麿
石
ビ
し
て
之
を

放
来
し
.
機
に
東
山
の
命
脈
を
保
持
す
る
状
態
で
あ
っ

た
､
此
麿
石
は
薯
坑
の
附
近
称
に
坑
内
に
堆
積
L
p
本

坑
p
岩
屋
坑
'
梅
ノ
木
坑
に
あ
る
も
の
を
合
算
す
れ
ば
､

約
五
十
嵩
噸
に
超
し
た
'
然
る
に
明
治
四
十
三
年
頃
､

所
謂
地
物
を
分
析
朋
窓
の
結
果
'
革
均
成
分
は
､
錬
石



宵
分
巾
胡銅

〇
二
二
乃
至
〇
･
四
､
銀

〇
･
〇
〇
七
乃
至
〇
･

〇
〇
八
.

タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸

二

〇
乃
至
二
｡五
な
る
轟

を
確
め
.
噸
石
を
破
砕
L
P
此
茸
淘
汰
に
よ
り
て
選
鉱

L
t
タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸
の
品
位
五

二
ハ
剤
の
京
石
鋸
だ

馬
し
得
る
事
を
賓
脇
L
､
重
石
髄
室
貝
り
出
す
軍
.JUJ
為

も
P
堆
積
せ
る
多
量
の
磨
鋸
を
頗
る
有
利
に
塵
即
し
'

同
時
に
前
視
の
胸
按
鱗
床
井
に
二
十
飴
修
の
盤
脈
に
封

L
t
更
に
蛮
石
盤
の
稼
行
を
進
め
'
明
治
四
十
四
年
に

は
'
タ
ン
グ
で
7
ン
酸
の
晶
位
六
十
容
内
外
の
重
石
鋸

成
晶
三
千
入
官
十
四
寛
を
産
出
し
､
四
十
読
年
上
牛
率

に
は
七
三
千
九
軍

二
十
六
賞
を
産
出
L
t
大
正
元
年
十

月
頃
､
探
鉱
夫
三
十
三
人
'
選
鋸
未
三
人
'
選
鋸
婦
二

十
七
人
'
雅
夫
三
十
八
人
､
根
治
三
人
を
使
役
し
､
手

選
だ
淘
汰
だ
に
よ
り
'
品
位
可
分
七
十
内
外
の
重
石
鋸

一
ケ
月
平
均
約
千
五
百
賞
を
産
出
し
て
層
化
p
其
後
年

々
産
額
を
増
加
し
'
大
正
四
年
に
は

一
望

二

八
貰
､

翌
五
年
に
は
､
五
二
八
六
六
賞
を
産
出
し
.
大
正
七
p

八
年
の
最
好
況
時
糊
に
は
､
本
邦
主
要
の
発
着
館
山
で

あ
っ
た
が
､
大
正
九
年
惰
格
の
暴
落
だ
共
に
'
産
鞭
頓

に
減
じ
､
十
年
以
後
は
殆
ん
.rr/J体
薬
の
状
態
だ
為
っ
た

九
州
牌
に
山
日
脚
の
.菰
石
銑

〓

｢

山
口
願
玖
珂
郡
桑
根
村
金
越
鶴
川

玖
珂
館
山
の
兼
に
隣
接
L
t
主
に
根
笠
川
の
東
に
在

-
､
稼
行
せ
る
鋸
床
は
'
有
産
轡
粘
威
岩
中
に
介
在
せ

る
鋸
脈
で
'
根
笠
川
岸
に
露
出
し
､
北
三
十
五
度
東
に

走

･D
､
甫
兼
に
七
十
五
度
傾
斜
し
､
幅
五
'
六
寸
の
も

の
三
低
あ
-
'
白
色
石
英
腫
石
中
に
飴
色
次
重
石
を
交

雑
L
t
叉
黄
銅
鋸
や
斑
銅
餅
を
散
勤
し
で
居
る
｡
玖
珂

館
山
に
於
け
る
髄
腔
ビ
同
質
で
'
所
在
､
走
向
等
か
ら

考

へ
で
も
P
其
連
縛
た
る
こ
ビ
疑
無
い
｡

夢

結

本
邦
に
放
て
要
石
鋸
を
産
用
し
た
の
は
､
大
正
元
年

以
後
で
､
償
報
で
は
大
正
五
年
､
数
量
で
は
大
正
六
年

最
高
額
に
達
し
吾
が
'
其
後
漸
減
し
､
大
正
十
年
以
後

は
産
出
無
-
p
大
正
十
五
年
以
雑
役
た
産
出
を
観
る
棟

に
為
っ
た
.
今
｢
鍍

業
の
趨
勢
｣
に
疲
ら
'
其
消
長
を

示
せ
ば
左
の
沌
-
で
あ
る
｡

年

次

敬

愛
(港
)

僧

綱
(臓
)

大
正
元
年

凹
五
'
三
三
七

1
四
二
'
〇
六
五

二
年

六
五
､
八
二

二
三
二
､
〇
凹
八

三
年

五
二
'
〇
八
二

7
八
七
'
七
丁
二

望

四

i



地四
坤
五
咋
大
坪
七
咋
八
咋
九
咋

十
五
咋

昭
利
元
舛
二
年

球九
九
､

一
八
六
'

7
九
五
t

t
六

1
.

7
E
I
T
.

凹

(
.
凹
､

T

Tr
三
五
凹

凹
凹
凹

五
〇
･:ハ

三
八
〇

四
〇

四

九

八
凹

六
八
五

九
三

八

凶
七
七
､

二
t
TIH

三
t

T
J
五
二
八
､

7
'
凹

一
七
､

六
二

T
.

叫
凹
五
'
九
'

二
三
､

九
五

〇

六
六

六

五
八
六

九
四

7

九
五
四

〇
〇
六

J
J
レし

.ノ

.ノ

ー

四

八
〇

弟
十

7
巻

第

7
碗

竺

四
二

史
に
大

正
五
年
の

産

額

を

飯
山
別
に
す

れ

ば
左

の
通

わ
で
あ
る
｡

銀
山
銘

接

触敷
地

銑
山
名

脚縦
軸
鮎

払

玖

珂

山
口

五
二
'
八
六
六

韮
徳

山
口

六
'
八
九
四

音
別
田

岡

三
六
'
八
〇
八

糾
問

岐
･Ei･

五
､
九

丁
七

高

取

茨
城

二
八
､
九
八
二

周
防

山
口

二
､
六
八
八

悲
比
詐

蚊
･;小

二
ニ
'
〇
三

1

鳳

山
梨

二
､
二
〇
九

金

越

山

口

七
､

九
四五

余
櫛
辞

同

二
t

t
七
三

山

口
櫛

が

重

石
鋸

の
産

出

に
就
て

'

全

問
各

肺
腺

中

濃
も
主
要
の
位
置
を
占
め
た
事
は
､
此
表
に
よ
り
て
明

か
で
あ
る
3
九
州
各
地
の
重
石
額
は
'
或
は
其
量
が
僅

少
な
る
か
'
叉
は
交
通
不
便
等
の
食
め
'
重
石
覇
山
だ

し
て
産
額
を
報
告
せ
ら
る
る
程
度
に
達
し
で
居
無
い
｡

山
口
雅
豚
に
九
州
に
於
て
'
重
石
の
産
地
は
多
い
が

騎
虎
は
古
生
暦
か
叉
は
中
生
暦
中
に
限
ら
れ
'
花
柄
岩

又
は
閃
紘
岩
の
如
き
審
ろ
祉
駿
に
富
め
る
火
成
岩
4/J
の

禰
接
部
に
肱
胎
せ
る
率
貿
交
代
麻
原
か
'
又
は
岩
層
の

裂
櫨
を
墳
充
し
た
鉱
脈
で
あ
っ
て
､
前
者
に
は
次
露
石

が
多
-
'
後
者
の
中
'
石
衣
岩
に
近
い
虞
に
在
る
も
の

は
次
重
石
で
ー
石
衣
岩
に
幽
係
な
き
場
合
に
は
､
餓
満

作
重
石
が
主
で
あ
る
､
触
接
鋸
床
に
於
て
'
次
韮
石
に

秤
_癌
す
る
金
属
鋸
物
は
､
錫
石
'
閃
亜
鈴
錬
､
方
騎
鋪

黄
銅
鋸
'
斑
鍋
飯
'
碇
次
銑
鋸
'
硫
批
鎖
鋸
､
磁
鵜
蛾

餌
等
で
多
少
の
銀
分
を
含
有
し
､
触
接
鋸
物
ビ
し
て
は

柘
将
石
､
白
雲
母
､
黄
玉
'
電
気
石
､
輝
石
､
角
閃
石

繰
簾
石
'
碁
石
'
斧
石
t

へ
デ
ン
ベ

ルグ
石
､
別
須
武

石
､
ダ
ト
ラ
イ
ト
､
卓
石
､
重
帝
石

､
方
解
石
t
等
を

生
成
し
'
頗
る
貌
物
の
花
瓶
に
宵
む
が
､
鋸
脈
の
方
は

衣
重
石
又
は
城
満
俺
蚤
石
の
外
は
､
彼
の
南
限
山
に
於

け
る
が
如
き
は
錫
石
ー
電
気
石
､
玖
珂
鋸
山
､
金
題
東

山
に
於
け
る
が
如
き
は
､
黄
銅
鋸
､
斑
銅
餅
で
､
僅
々

二
'
三
種
に
止
む
'
脈
石
は
殆
ん
で
石
英
だ
若
干
の
方

解
石
の
み
で
あ
る
｡
是
は
鋸
脈
が
明
に
緬
按
飴
床
を
賢



迫
せ
る
寄
食
に
依
る
に
ー
梱
接
鋸
床
よ
-
-
後
に
生
成

し
た
も
の
で
､
錬
化
剤
も
少
な
-
溶
液

の
成
分
も
此
蛭

的
:.叫
純
で
､
温
度
も
魔
力
も
低
か
っ
允
に
因
る
も
の
で

あ
ら
う
0

抑
も
本
邦
に
於
け
る
重
石
鋸
床
は
､
前
記
の
他
､
足

尾
､
錫
高
野
､
筒
樺
'
倉
樺
､
明
妊
等
に
於
け
る
が
如

-
､
鉱
脈
も
あ
b
､
叉
苗
木
地
方
に
於
け
る
が
如
-
､

沖
砧
鉱
床
も
あ

る
が
'
征
衣
重
石
を
産
出
し
た
主
な
る

鋸
床
は
､
梱
接
鍵
粟
離
床
で
あ
る
ビ
謂
て
善
い
､
然
る

に
捉
淡
稼
布
の
賓
緯
及
び
敏
床
の
形
状
分
布
等
か
ら
､

鰍
石
の
性
質
'
教
条
の
多
少
､
経
済
上
の
債
償
､
纏
衆

の
敬
展
を
考
察
す
る
に
､
製
鋼
其
他
の
用
途
に
歓
迎
せ

ら
る
る
は
､
友
重
石
よ
-
も
銭
備
俺
重
石
の
方
で
あ
る

が
､
鯛
按
錬
床
に
は
次
重
石
が
多
-
'
且
つ
鉱
物
の
種

類
は
盤
雷
で
あ
る
が
､
其
含
有
量
が
甚

だ
不
定
で
､
加

之
鋸
床
の
膨
縮
断
蕗
が
､
頗
る
不
規
則

で
あ
っ
て
､
掘

凍
鋸
量
及
び
鋸
石
品
位
の
鍵
化
が
甚
し
い
｡
総
て
家
業

が
不
安
定
で
､

1
定
の
設
備
や
汲
足
計
番
を
施
こ
し
難

い
の
は

1
大
敵
卦
で
あ
る
が
'
重
石
鋸
の
他
､
往
々
自

然
蒼
鉛
'
輝
水
鉛
鋸
'
輝

コ
.I,
ル
ト
鋸
､
等
を
伴
ひ
､

賂
凍
ク
ラ
ユ
タ
ム
'
ラ
デ
ウ
ム
'

ト
リ
ウ
ム
の
如
き
放

射
能
効
あ
る
稀
鋸
物
の
敬
見
に
就
で
も

亦
こ
の
胸
接
触

床
に
多
大
の
堂
を
嘱
す

べ
き
で
あ
る
か
ら
､
善
-
貌
床

の
性
質
を
了
得
L
t
多
大
の
抱
負
を
持
ち
､
十
分
慣
重

な
る
潜
皮
を
以
て
'
調
査
探
究
を
途
げ
､
飯
米
を
進
め

た
な
ら
ば
必
ず
相
嘗
有
利
の
成
績
を
挙
げ
､
地
資
の
閑

蔵
に
遺
憾
な
き
を
期
す
る
事
が
出
凍
る
で
あ
ら
う
(完
)

九
州
唖
に
山
口
鯨
の
韮
石
助

四
三

川
三


